

























































Subjects Hip(mm) Knee(mm) Ankle(mm) 
A -10 39 19 
B -12 26 -9 
C -21 35 -12 
D -30 26 15 
E -18 - - 
 
Mean -18 31 3 
Max -10 39 19 
Min -30 26 -12 












置は前方 3mm に変化した場合にあった。 
 
【結論】この関節位置で計算した関節モーメントがエネル
ギー論からみたもっとも信頼性の高い関節モーメントの
値と考えられた。位置エネルギーと力学仕事を比較する方
式は関節モーメントの信頼性を確認する方法として有用
である。今回は本方式の適用の第１歩として関節の前後位
置のみに着目した。床反力計の正確性と運動エネルギーも
確認することも重要である。また関節中心の上下方向・左
右方向位置を検討するには別の工夫が必要である。 
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